
関西女性活躍推進フォーラム第 1回会議の開催結果について 

平成 30年 1月 25日
                                     本部事務局企画課

 「働く女性が日本で最も活躍できる地域・関西」の実現を目指し、関西経済連合会と共同で「関西女

性活躍推進フォーラム」を設置し、第 1回会議を平成 29年 12月 27日（水）に開催した。

記

１ 全体会 

（１）日 時  平成 29年 12月 27日（水）午後 1時から 2時 30分
（２）場 所  関西経済連合会会議室 294-295（中之島センタービル 29階）
（３）出席者  別添のとおり（構成府県市から約 20名が傍聴）
         座長に前田委員、座長代理に三崎委員を選出、企画委員を別添のとおり指名。

（４）議 事 

  ①あいさつ 

ⅰ関西広域連合 竹山修身 連合委員（堺市長）

フォーラム設置に当たり取組の推進への協力依頼と、堺市の取組について紹介。

・男女共同社会の形成の推進に関する条例の制定。(H14。大阪府内初) 
・子育て支援の積極的推進により「子育てしやすい街ランキング」(共働き家庭を応援する
サイト)で 2年連続(2015,2016)関西で 1位。

・市役所における働き方改革（「イエス残業デー」の実施など）の推進。

ⅱ関西経済連合会 小野幸親 労働政策副委員長（相互タクシー社長）

関西経済連合会としての男性管理職の意識改革等の取組紹介と女性活躍推進に向けた決

意を表明。

②報 告 

<女性活躍推進に係る関西の現状と課題> 前田座長 

首都圏と較べて女性活躍に係る取組が遅れている関西の現状と課題について、アジア太平洋研

究所（APIR）の研究報告に基づき報告。
<各団体等の取組と課題提起> 

    ⅰ「ダイバーシティ・女性活躍推進のポイント」 渥美委員 

女性活躍推進の取組についてダイバーシティの面から重要な点を助言。

・女性活躍推進に向けて、制度を変える、風土を変える、「その気」にさせるスキルを上

げること。

・女性職員を本気にさせるマネジメントを通じチーム力を最大化すること。

・中長期のキャリアプランの早期作成や、通年・定期のキャリア研修の開催が有効である

こと 等。
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    ⅱ「経済団体等との連携による京都の女性活躍推進の取組について」中西委員 

関西における先進的な取組事例として、京都における取組を紹介。

・京都府・市と経済団体等との連携による「輝く女性応援京都会議」の発足。

・全国初の女性活躍支援拠点「ウィメンズベース」の開設と、京都版「男性リーダーの

会」の結成など、実施事業を紹介。

③意見交換での主な意見 

・組織のトップが代わり、常勤取締役員・執行役員の三分の一が女性となるなど女性の登用が進

んだ。トップの意識が変わることは大変重要。

・内閣府が「輝く女性応援京都会議」及び関経連との共催で今年度から京都で実施している「女

性役員育成研修」について、来年度以降、フォーラムを土台に関西広域での実施を検討しては

どうか。また、関西広域で「男性リーダーの会」の結成に取り組んではどうか。

２ 企画委員会 

（１）日 時  平成 29年 12月 27日（水）午後 2時 45 分から 4時 50分
（２）場 所  関西経済連合会会議室 291-292（中之島センタービル 29階）
（３）出席者  別添のとおり（構成府県市等 19名がオブザーバー出席）
         委員長代理に、三崎委員（座長代理・兵庫県立大学政策科学研究所教授）を指名

（４）主な意見 

  ・「関西ブランド」の魅力は低下し自治体単位では首都圏に勝てない。関西として団体戦で総合力で

勝負する必要がある。

・府県市毎の企業の取組事例を、関西でまとめて発信できないか。

・行政はアピールが足りない。メディアが番組で取り上げた企業事例の紹介などは可能ではないか。

・キャリア形成に関しては、成功事例だけでなく、普通のロールモデルの情報共有が重要。

・首都圏の９都県市での、働き方改革やワークライフバランス推進の取組（同業他社の事例の情報

提供など）を参考にしてはどうか。

・関西広域版の表彰制度を創設してはどうか。表彰の選考に当たっては、取組のプロセスや難易度

で評価することが重要。

・働く（働きたい）女性が学ぶ場の設置や ICT・テレワークの活用、フォーラムを母体としたイベ
ントの実施、また国への政策提案に関西広域で取り組んではどうか。

  ・年齢・性別といった先天的な多面性ではなく、専門知識や教育・在職期間といった職務関連の多

面性(task-related diversity )を持つことが企業業績にプラスになる。トップが関わるようにして
いくことが重要。

  ・次世代（学生や夫婦）の意識改革のため学びの場が必要。

３ 今後の予定 

・ 第 1 回会議での報告や意見などを踏まえて構成府県市・関経連とも協議して取組の方向性を整理

し、次回企画委員会（平成 30年 2月中旬目途）で意見交換の予定。 

なお、全体会は平成 30年 5 月以降で今後調整予定。 
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区分 委員名 備考 出欠 企画委員

滋賀県　（調整中） （調整中） -

京都商工会議所総務部副部長 荻野　達也 ○

大阪商工会議所人材開発部次長 松井　伊代子 ○

兵庫県経営者協会専務理事 林　直樹 ○

一般社団法人奈良経済産業協会専務理事 神田　佳和 ×

経済団体 和歌山商工会議所女性会会長 松田　美代子 ○

鳥取県商工会議所連合会幹事長 大谷　芳徳 ○

徳島県経営者協会 中村　晃子 ○

和歌山県JA女性組織連絡会会長 脇田　保美 ○

つるぎ木材加工協同組合（徳島県）理事 伊庭　佳代 ×

関西経済連合会理事 神田　彰 ○ ○　※

関西広域連合協議会構成団体・女性活躍推進法第23条に基づく協議会等

NPO法人子育て支援ネットワークとくしま理事長 松崎　美穂子 協議会委員 ○ ○

日本労働組合総連合会大阪府連合会副事務局長 佐伯　昭子 ○ ○

兵庫県看護協会会長 中野　則子 協議会委員 ○

滋賀県消費生活協同組合連合会理事 岡田　啓子 協議会委員 ○ ○

女性活躍推進事業 仕事と生活の調和・女性活躍推進会議しが （調整中） -

実施団体 輝く女性応援京都会議 中西　たえ子 京都ウィメンズベースセンター長 ○

ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議 松井　伊代子（再掲） 大阪商工会議所人材開発部次長

ひょうご女性の活躍推進会議 井野瀬　久美惠 甲南大学文学部教授 ×

なら女性活躍推進倶楽部企画委員会 西田　一美
日本労働組合総連合会奈良県連
合会会長 ○

わかやま女性の活躍促進連携会議 西平　都紀子 (株)信濃路 代表取締役 ○

女星活躍とっとり会議（とっとり女性活躍ネットワーク会議） 太田　佳子 山陰放送　経営戦略室長 ○

働く女性応援ネットワーク会議（徳島県） 元木　秀章 徳島経済研究所上席研究員 ○

関西広域連合協議会委員・関西で女性活躍推進、ワークライフバランス、働き方改革等に関する研究に携わる研究者 等

渥美　由喜 ○ ○

四国大学短期大学部教授 加渡　いづみ 協議会委員 ○ ○

有識者 兵庫県立大学政策科学研究所教授 三崎　秀央 座長代理・企画委員長代理 ○ ○

甲南大学マネジメント創造学部教授 前田　正子 座長・企画委員長 ○ ○

追手門学院大学経済学部准教授 長町　理恵子 ○ ○

同志社大学社会学部准教授 寺井　基博 × ○

滋賀県立大学教授 京樂　真帆子 × ○

全構成府県市女性活躍推進担当部局幹部職員

滋賀県　管理監（女性活躍担当） 森井　一夫 ○

京都府府民生活部男女共同参画監 足立　阿季子 ○

大阪府府民文化部男女参画・府民協働課長
大阪府商工労働部雇用推進室就業促進課長

長澤　研一
柴田　昌幸

○
○

兵庫県　男女家庭課長 一幡　孝明 ○

奈良県健康福祉部こども・女性局女性活躍推進課長 金剛　真紀 ○

和歌山県那賀振興局地域振興部長 川端　真理 ○

行政等 鳥取県元気づくり総本部元気づくり推進局　女性活躍推進課長 藤田　博美 ○

徳島県県民環境部男女参画・人権課長
徳島県商工労働観光部労働雇用戦略課長

正木　孝一
梶本　一夫

○
○

京都市文化市民局共同参画社会推進部男女共同参画推進課長 佐原　啓也 ○

大阪市市民局ダイバーシティ推進室女性活躍促進担当課長 西中　東 ○

堺市男女共同参画推進課長 黒田　一未 ○

神戸市市民参画推進局部長（勤労・男女共同参画担当） 小椋　善彦 ○

内閣府男女共同参画局総務課政策企画調査官 大川内　由美子 ○

（公財）21世紀職業財団関西事務所長 佐野　由美 協議会委員 ○ ○

関西広域連合本部事務局次長（兼企画課長） 坂田　泰子 ○ ○

NHK大阪放送局　制作部チーフ・プロデューサー 大北　晶子 ○ ○

報道機関 読売新聞大阪本社　広報宣伝部長 戸田　博子 ○

日経ウーマノミクス・プロジェクト事務局 宮下　奈緒子 ×

関西広域連合長 井戸　敏三

関西経済連合会会長 松本　正義

事務局 関西広域連合本部事務局・関西経済連合会

※　企画委員は、関西経済連合会労働政策部長　三村典子氏

顧問

関西女性活躍推進フォーラム委員

内閣府地域働き方改革支援チーム委員
（兼(株)東レ経営研究所ダイバーシティ＆ワークライフバランス研究部長）

団体名等

平成29年12月27日

41名出席
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